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◆ キーワード　学校の怪談／学校トイレ／メディアと怪談

学
校
の
怪
談
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
怪
異

―
昭
和
か
ら
平
成
を
中
心
と
し
て
―

大 

島　

万 

由 

子

は
じ
め
に

口
承
文
芸
の
ひ
と
つ
「
世
間
話
」
に
分
類
さ
れ
る
も
の
の
中
に
、「
学
校

の
怪
談
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。「
学
校
の
怪
談
」
と
は
、
主
に
学
校

を
舞
台
と
し
た
怪
異
譚
や
怪
異
体
験
談
の
こ
と
を
指
す
。
今
回
は
研
究
史

を
踏
ま
え
な
が
ら
「
学
校
の
怪
談
」
の
中
で
特
に
多
く
報
告
さ
れ
る
「
ト

イ
レ
の
怪
談
」
を
中
心
と
し
て
、
ト
イ
レ
環
境
や
社
会
状
況
と
の
関
係
を

考
察
す
る
。

松
谷
み
よ
子
氏
の
『
現
代
民
話
考
Ⅱ
学
校
』
で
「
怪
談
」
の
章
に
収
録

さ
れ
て
い
る
事
例
は
四
三
二
事
例
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
ト
イ
レ
に
関
係
す

る
怪
異
は
一
〇
四
事
例
あ
り
、
章
の
約
四
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
全
体

的
に
「
学
校
の
怪
談
」
は
、
普
通
教
室
よ
り
も
特
別
教
室
や
放
課
後
の
教

室
な
ど
、
学
校
空
間
に
お
い
て
児
童
・
生
徒
が
生
活
し
て
い
る
空
間
と
少

し
離
れ
た
場
所
を
舞
台
と
し
て
語
ら
れ
る
怪
談
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
中
で
も
「
ト
イ
レ
の
怪
談
」
の
多
さ
は
注
目
に
値
す
る
。

学
校
の
怪
談
の
ト
イ
レ
の
怪
異
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
常
光
徹
氏
を
は
じ

め
と
し
た
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
怪
談
の
発
生
や
変
化
に
つ
い
て
論

じ
ら
れ
て
き
た
。

で
は
、
今
日
の
「
ト
イ
レ
の
怪
談
」
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

今
日
に
至
る
ま
で
、
学
校
の
ト
イ
レ
は
日
々
変
化
し
て
き
て
い
る
。
具
体

的
に
言
え
ば
、
学
校
の
ト
イ
レ
も
洋
式
便
所
が
一
般
化
し
、
環
境
整
備
や

美
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
過
去
に
「
ト
イ
レ
の
怪
談
」

が
盛
ん
に
報
告
さ
れ
た
頃
と
、
ト
イ
レ
の
環
境
は
大
き
く
異
な
る
と
言
え

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
も
「
学
校
の
ト
イ
レ
の
怪
談
」
は
子

ど
も
た
ち
の
間
で
語
ら
れ
続
け
て
い
る
。
加
え
て
、
現
代
の
語
り
は
、
メ

デ
ィ
ア）

1
（

か
ら
の
影
響
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
実
際
、「
学
校
の
ト
イ
レ
の

怪
談
」
で
は
、「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
と
い
う
怪
異
が
メ
デ
ィ
ア
に
多
く

取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
語
り
に
登
場
し
て
い
る
。
本
論

文
で
は
、
学
校
の
ト
イ
レ
を
と
り
ま
く
環
境
の
変
化
と
「
学
校
の
ト
イ
レ

の
怪
談
」
の
関
係
、
ま
た
、
現
代
の
語
り
に
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
が
「
学
校

の
ト
イ
レ
の
怪
談
」
に
大
き
く
関
わ
る
可
能
性
を
探
る
。
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一
、「
ト
イ
レ
の
怪
談
」
の
概
要

（
一
）
学
校
の
ト
イ
レ
の
怪
談
の
先
行
研
究

本
章
で
は
、
本
研
究
に
関
係
す
る
先
行
研
究
を
あ
げ
、
疑
問
点
を
確
認

し
、
学
校
ト
イ
レ
の
略
史
を
た
ど
る
。
本
節
で
は
先
行
研
究
を
あ
げ
、
そ

こ
か
ら
今
日
の
「
学
校
の
ト
イ
レ
の
怪
談
」
を
考
え
る
上
で
の
新
た
な
疑

問
点
を
探
し
出
す
。

ま
ず
、
常
光
徹
氏
は
「
学
校
の
世
間
話
）
2
（

」
で
ト
イ
レ
の
孤
立
し
た
空
間

の
中
で
、
陰
部
を
露
出
状
態
の
ま
ま
か
が
む
と
い
う
、
動
物
と
し
て
の
人

間
の
弱
点
を
さ
ら
け
出
し
た
姿
勢
が
不
安
を
誘
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

そ
の
不
安
心
理
が
、
便
所
の
観
念
に
は
い
り
こ
ん
で
い
る
と
述
べ
た
。 

ま

た
、
学
校
ト
イ
レ
で
喫
煙
や
落
書
き
な
ど
の
非
行
が
発
生
し
や
す
い
と
い

う
点
か
ら
、
ト
イ
レ
の
怪
談
の
発
生
を
論
じ
た
。
常
光
氏
の
論
文
で
は
、

当
時
の
学
校
の
ト
イ
レ
が
和
式
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
便
所
の
怪
談
は

和
式
便
所
特
有
の
「
し
ゃ
が
む
」
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
が
「
不
安
」
と

繋
が
っ
た
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
今
日
の
洋
式
便

所
が
一
般
化
し
た
学
校
の
中
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
か
、
と
い
う
こ

と
が
疑
問
に
な
る
。

次
に
久
保
田
優
子
氏
は
「
学
校
の
ト
イ
レ
と
怪
談
）
3
（

」
で
学
校
の
ト
イ
レ

が
校
舎
の
北
側
な
ど
の
周
縁
部
分
に
位
置
す
る
こ
と
や
、
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
ト
イ
レ
へ
の
印
象
や
使
い
方
、「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
と
の
関
わ
り

方
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
校
の
ト
イ
レ
は
子
ど
も
た
ち

を
開
放
し
、
談
笑
す
る
中
で
怪
談
が
語
ら
れ
る
と
し
た
。
ま
た
、
学
校
ト

イ
レ
の
周
縁
性
と
衛
生
問
題
を
解
消
し
、
子
ど
も
た
ち
の
ト
イ
レ
へ
の
イ

メ
ー
ジ
が
変
わ
れ
ば
怪
談
は
な
く
な
っ
て
い
く
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
論

文
で
久
保
田
氏
は
「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
が
、
女
性
の
自
意
識
や
社
会

進
出
と
関
連
づ
け
て
印
象
が
変
わ
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
と
同

様
に
、
改
修
工
事
に
よ
り
学
校
の
ト
イ
レ
の
衛
生
・
採
光
問
題
が
改
善
さ

れ
た
だ
け
で
、
学
校
の
ト
イ
レ
に
怪
談
が
な
く
な
っ
て
い
く
と
は
言
い
切

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
新
た
な
疑
問
点
を
も
っ
て
、
次
節
で
学
校
の
ト
イ
レ
と
怪
談

の
略
史
の
確
認
を
行
う
。

（
二
）
学
校
ト
イ
レ
の
怪
談
の
略
史

本
節
で
は
、
学
校
の
怪
談
に
関
す
る
先
行
研
究
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
事

例
と
、
私
が
二
〇
一
六
年
か
ら
二
〇
一
九
年
四
月
ま
で
に
収
集
し
た
も
の

を
、
語
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
年
代
の
早
い
も
の
か
ら
順
に
並
び
替
え
た

表
１
を
確
認
す
る）

4
（

。
こ
の
表
に
よ
り
、
時
代
ご
と
の
「
ト
イ
レ
の
怪
談
」

に
特
色
と
ト
イ
レ
に
関
す
る
出
来
事
が
、
お
お
ま
か
で
は
あ
る
も
の
の
把

握
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

ま
ず
は
昭
和
期
の
ト
イ
レ
の
怪
談
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
表
１
の
前
半

部
分
（
１
〜
60
番
）
ま
で
に
な
る
。「
問
答
形
式
」
と
い
う
欄
は
、「
赤
色

と
青
色
ど
ち
ら
が
い
い
か
」
と
尋
ね
ら
れ
、
答
え
を
迫
ら
れ
る
怪
談
を
指

す
。
そ
の
中
の
「
紙
」
と
い
う
も
の
は
紙
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
も
の
、「
服
」

と
い
う
も
の
は
マ
ン
ト
や
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
な
ど
服
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
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も
の
に
な
り
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
「
他
」
に
分
類
し
た
。
次
の
「
出
現

正
体
」
は
怪
談
の
中
で
怪
異
の
正
体
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
記

載
し
た
。
ま
た
、「
手
が
出
る
」「
声
が
す
る
」
な
ど
は
そ
の
次
の
「
出
現

形
態
」
に
分
類
し
た
。

昭
和
期
の
怪
談
は
、「
尻
を
触
ら
れ
る
」
や
「
手
が
出
る
」
な
ど
の
話
が

多
く
確
認
で
き
る
。
柳
田
國
男
の
い
う
「
便
所
の
怪
異
は
厠
神
の
零
落
し

た
姿
」
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
学
校
の
ト
イ
レ
の
怪
談

に
も
、
江
戸
頃
ま
で
各
家
の
便
所
の
怪
異
と
し
て
盛
ん
に
語
ら
れ
て
い
た

昔
話
に
多
く
見
ら
れ
る
河
童
の
悪
戯
の
名
残
や
畏
怖
の
念
な
ど
が
残
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
表
か
ら
は
「
問
答
形
式
」
の
な
か
の
「
紙
」
に
ま
つ
わ
る

怪
談
が
目
立
つ
。
こ
の
怪
談
は
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
に
最
初
の
報

告
が
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
日
本
は
戦
争
の
影
響
で
資
源
不
足
に
な
り
、

「
ト
イ
レ
関
連
情
報
」
の
欄
に
あ
る
よ
う
に
、
チ
リ
紙
の
生
産
が
落
ち
て
い

る
。
尻
を
拭
く
た
め
に
、
新
聞
紙
な
ど
を
切
っ
て
尻
拭
き
に
使
用
し
た
り
、

代
用
と
し
て
木
な
ど
を
使
用
し
て
い
た
。
戦
後
、
復
興
し
、
昭
和
三
十
五

年
（
一
九
六
〇
）
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
日
本
で
本
格
的
に
生
産
開

始
さ
れ
た
。
徐
々
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
普
及
し
て
い
く
中
で
「
紙
」

が
意
識
さ
れ
、「
紙
」
の
怪
談
は
最
盛
期
を
迎
え
る
。
昭
和
四
十
八
年

（
一
九
七
三
）
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
騒
動
後
に
数

を
減
ら
し
て
い
る
。

次
に
平
成
期
の
ト
イ
レ
の
怪
談
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
表
１
の
後
半
部

分
、
事
例
番
号
61
が
昭
和
と
平
成
を
ま
た
ぐ
事
例
に
な
っ
て
い
る
。
平
成

期
の
事
例
の
う
ち
、
約
半
数
の
事
例
（
昭
和
期
に
二
事
例
も
該
当
す
る
）

が
「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
に
関
す
る
怪
談
で
あ
っ
た
。
話
が
戻
る
が
、

昭
和
五
十
二
年
の
事
例
四
十
八
番
が
「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
の
最
も
早

い
報
告
と
な
る
。
昭
和
期
は
「
出
現
正
体
」
に
、
様
々
な
怪
異
が
語
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
平
成
期
の
多
く
は
「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
に
集
中

し
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
点
だ
と
い
え
る
。

そ
も
そ
も
「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
か
。

『
日
本
怪
異
妖
怪
大
事
典
』
に
よ
る
と
、「
学
校
の
ト
イ
レ
に
現
れ
る
と
さ

れ
る
女
の
子
の
怪
異
で
あ
り
、
一
定
の
方
法
で
呼
び
出
す
と
現
れ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
事
例
の
中
で
も
「
何
回
ノ
ッ

ク
す
る
と
出
現
す
る
」
や
「
声
を
か
け
る
と
出
現
す
る
」
と
言
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
近
年
の
事
例
に
呼
び
出
し
方
法
が
語
ら
れ
て
い
る
も
の
は

少
な
く
、
た
だ
「
花
子
さ
ん
が
で
る
」
と
い
っ
た
、
存
在
だ
け
語
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

ま
た
、
平
成
期
は
学
校
建
築
の
な
か
で
「
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
」
が
行

わ
れ
始
め
た
こ
と
も
「
学
校
ト
イ
レ
の
怪
談
」
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な

出
来
事
に
な
る
。
ト
イ
レ
は
校
舎
の
北
に
突
き
出
さ
れ
、
学
校
の
周
縁
的

位
置
に
設
置
さ
れ
る
の
が
戦
後
の
学
校
建
築
の
標
準
的
な
設
備
で
あ
っ
た
。

日
本
住
宅
公
団
が
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
に
洋
風
便
所
の
隅
付
タ

ン
ク
タ
イ
プ
を
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
に
洋
風
便
所
の
密
結
タ

ン
ク
タ
イ
プ
の
ト
イ
レ
を
採
用
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
洋
風
便
所

が
家
庭
用
ト
イ
レ
で
普
及
し
た
。
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
頃
か
ら
、

公
衆
便
所
、
商
業
施
設
、
駅
な
ど
の
公
衆
ト
イ
レ
改
善
が
進
む
一
方
、
学
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校
ト
イ
レ
は
取
り
残
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
に

当
時
の
文
部
省
が
「
教
育
方
法
等
の
多
様
化
に
対
応
す
る
学
校
施
設
の
在

り
方
」
に
つ
い
て
総
合
的
な
検
討
を
始
め
た
。
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
「
生

活
・
衛
生
設
備
の
充
実
に
配
置
す
る
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
受

け
て
学
校
の
ト
イ
レ
設
備
の
遅
れ
に
つ
い
て
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）

頃
か
ら
新
聞
・
雑
誌
な
ど
が
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
流
れ
か
ら
、

本
格
的
に
学
校
ト
イ
レ
の
変
革
が
起
き
た
の
は
十
年
ほ
ど
後
か
ら
に
な
る
。

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
十
一
月
に
ト
イ
レ
関
連
企
業
に
よ
り
「
学
校
の

ト
イ
レ
研
究
会
」
が
発
足
し
た
。
翌
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
日
本
ト

イ
レ
協
会
が
、「
学
校
ト
イ
レ
の
設
備
と
子
ど
も
の
健
康
」
と
題
す
る
学
校

ト
イ
レ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。
文
部
科
学
省
は
平
成
十
二
年

（
二
〇
〇
〇
）
に
大
規
模
改
造
事
業
の
中
に
、
学
校
ト
イ
レ
改
造
も
位
置
付

け
た
。
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
は
「
ト
イ
レ
発
！
明
る
く
元
気

な
学
校
づ
く
り
！
！
学
校
ト
イ
レ
改
善
の
取
り
組
み
事
例
集
」
を
発
行
し
、

ト
イ
レ
改
修
を
推
進
し
た
。
し
か
し
、
同
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
の
影

響
で
、
学
校
建
築
で
は
耐
震
化
が
重
視
さ
れ
た
た
め
に
、
ト
イ
レ
の
改
修

は
す
ぐ
に
は
進
ま
ず
に
い
た
。
近
年
は
耐
震
化
の
工
事
も
終
わ
り
、
多
く

の
学
校
が
ト
イ
レ
の
快
適
化
を
め
ざ
し
、
改
装
が
行
わ
れ
て
い
る
。

学
校
建
築
に
お
い
て
、
従
来
の
学
校
ト
イ
レ
は
「
暗
い
・
汚
い
・
臭
い

（
3
Ｋ
）、
怖
い
・
壊
れ
て
い
る
（
5
Ｋ
）」
と
言
わ
れ
て
き
た
。
教
育
社
会

学
者
の
四
方
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、「
ト
イ
レ
改
修
工
事
」
の
際
に
、
デ
ザ

イ
ン
案
や
設
備
案
を
生
徒
自
身
に
考
え
さ
せ
、
改
修
に
生
徒
を
関
わ
ら
せ

る
と
い
う
学
校
が
多
い
。
ま
た
、
改
修
さ
れ
た
ト
イ
レ
が
壊
さ
れ
る
な
ど
、

ト
イ
レ
で
非
行
が
発
生
し
た
場
合
、「
怒
り
の
署
名
運
動
」
と
呼
ば
れ
る
活

動
や
、
生
徒
自
身
で
修
理
費
用
募
金
な
ど
を
行
っ
た
と
い
う
事
例
も
報
告

さ
れ
て
い
た
。「
参
加
型
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
」
は
児
童
・
生
徒
の
学
校
へ

の
帰
属
意
識
を
持
た
せ
る
効
果
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
四
方
氏
は
、「
ト
イ
レ
改
修
工
事
」
は
「
ト
イ
レ
を
、
明
る

い
学
校
の
中
心
部
に
す
る
」
こ
と
に
対
し
、
ト
イ
レ
と
い
う
学
校
の
周
縁

的
領
域
を
中
心
に
部
に
移
動
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、
生
徒
の
均
一
化
、
生

徒
の
多
様
性
を
無
視
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

二
、
ト
イ
レ
環
境
の
変
化
と
ト
イ
レ
の
怪
談

（
一
）
調
査
の
概
要

前
章
で
は
、
学
校
ト
イ
レ
の
怪
談
と
ト
イ
レ
環
境
の
変
化
の
略
史
を
確

認
し
た
。
本
章
で
は
、
ト
イ
レ
環
境
の
変
化
と
ト
イ
レ
の
怪
談
の
関
係
を
、

実
際
の
調
査
を
通
し
て
探
っ
て
い
く
。
以
下
の
デ
ー
タ
は
、
千
葉
県
に
あ

る
公
立
小
学
校
の
卒
業
生
、
二
つ
の
世
代
を
対
象
と
し
、
調
査
し
た
も
の

で
あ
る
。
調
査
で
聞
き
取
っ
た
全
て
の
デ
ー
タ
を
載
せ
る
こ
と
は
難
し
い

の
で
、
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。
調
査
対
象
者
が
卒
業
し
た
我
孫
子

市
立
並
木
小
学
校
は
、
昭
和
五
十
年
代
に
開
校
さ
れ
た
、
市
内
で
も
比
較

的
新
し
い
小
学
校
で
あ
る
。
開
校
当
時
か
ら
水
洗
式
の
和
式
便
所
で
、
平

成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
七
月
に
ト
イ
レ
改
修
工
事
し
、
和
式
メ
イ
ン

の
ト
イ
レ
か
ら
洋
式
メ
イ
ン
の
ト
イ
レ
に
な
っ
た
。
資
料
（
図
1
、
2
）

は
、
改
装
工
事
中
に
生
徒
だ
っ
た
卒
業
生
に
書
い
て
い
た
だ
い
た
図
を
参
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考
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
生
徒
ら
か
ら
聞
い
た
ト
イ
レ
へ
の
印
象
は
、
和
式
ト
イ
レ
の
頃
は

「
暗
く
て
、
天
気
の
悪
い
日
は
湿
気
が
ひ
ど
い
」
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
も
の

で
あ
っ
た
。
洋
式
ト
イ
レ
が
メ
イ
ン
に
改
修
さ
れ
た
後
は
、
ベ
ン
チ
な
ど

が
作
ら
れ
た
こ
と
を
指
し
「
授
業
休
み
時
間
の
溜
ま
り
場
」
に
な
っ
た
と

話
し
て
い
た
。

ト
イ
レ
が
児
童
・
生
徒
の
「
溜
ま
り
場
」
で
あ
る
こ
と
や
、
教
師
の
目

か
ら
離
れ
た
解
放
が
感
じ
ら
れ
る
場
で
あ
る
こ
と
は
、
先
行
研
究
で
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場
と
し
て
、
好
意
的
な
意
味

で
の
「
溜
ま
り
場
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
近
年
の
新
し
い
学
校
ト
イ

レ
の
一
面
だ
と
言
え
る
。

（
二
）
平
成
十
九
年
度
（
二
〇
〇
七
）
卒
業
生
へ
の
調
査
結
果

ま
ず
、
平
成
十
九
年
度
（
二
〇
〇
七
）
卒
業
生
へ
の
調
査
結
果
を
報
告

す
る
。
平
成
十
九
年
度
卒
業
生
は
小
学
校
六
年
間
ず
っ
と
和
式
ト
イ
レ
で

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

ま
ず
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
十
五
名
（
男
性
九
名
／
女
性
六
名
）

に
回
答
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
か
ら
詳
し
い
話
を
聞
く
た
め
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
に
切
り
替
え
、
男
女
各
一
名
か
ら
話
を
伺
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
に
関
す
る
回
答
が
多
か
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
て
「
花
子
さ
ん
を
何
で
知
っ
た
か
」
と
い
う
質
問
を
し

た
と
こ
ろ
、「
漫
画
や
ア
ニ
メ
で
知
っ
た
」
と
い
う
も
の
が
目
立
っ
た
。
し

か
し
最
も
多
か
っ
た
回
答
は
「
友
達
や
兄
弟
か
ら
聞
い
た
」
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
当
時
、「
花
子
さ
ん
」
は
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
情
報
と
し
て
も
、

口
頭
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
も
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
学
校
で
不
可
解
な
こ
と
が
起
き
て
話
題
に
な
る
と
「
全
部
花
子

さ
ん
の
せ
い
」
と
い
わ
れ
て
お
り
「
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
っ
た
」
と
い
う

話
も
報
告
さ
れ
た
。

続
い
て
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
で
、
男
子
児
童
だ
っ
た
方
の
話
で

「
花
子
さ
ん
は
女
子
ト
イ
レ
に
出
る
女
の
子
の
幽
霊
だ
と
思
っ
て
い
た
」
こ

と
か
ら
、
自
分
た
ち
に
は
直
接
関
わ
り
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
男
子
児
童
で
あ
っ
た
彼
に
と
っ

て
「
怪
談
話
は
一
種
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
「
事
実
か
ど
う
か
さ

ほ
ど
重
要
で
は
な
い
」
と
話
し
て
お
り
、
盛
り
上
が
る
た
め
の
一
つ
の
話

題
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
女
子
児
童
だ
っ
た
方
の
話
で
は
、
実
際
に
「
花
子
さ
ん
が
い
る

か
確
か
め
に
行
っ
た
」
と
い
う
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
個
人
差
も
あ

る
が
、
男
女
の
中
で
も
と
ら
え
方
に
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

（
三
）
平
成
二
十
六
年
度
（
二
〇
一
四
）
卒
業
生
へ
の
調
査
結
果

次
に
平
成
二
六
年
度
（
二
〇
一
四
）
卒
業
生
へ
の
調
査
結
果
を
報
告
す

る
。
平
成
二
六
年
度
卒
業
生
へ
の
調
査
で
は
、
平
成
十
九
年
度
卒
業
生
の

調
査
を
受
け
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
切
り
替
え
、
女
子
五
名
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
（
一
回
目
二
名
、
二
回
目
四
名
…
一
回
目
の
一
人
重
複
）。

彼
女
ら
の
語
り
の
中
に
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
の
容
姿
に
関
す
る
も
の
は

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
二
回
目
の
調
査
で
、
想
像
し
て
い
る
「
花
子
さ
ん
」
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を
書
い
て
も
ら
う
と
、
驚
く
こ
と
に
「
白
い
シ
ャ
ツ
に
赤
い
ス
カ
ー
ト
で

お
か
っ
ぱ
頭
」
と
い
う
よ
う
な
、
ほ
と
ん
ど
共
通
す
る
容
姿
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

ト
イ
レ
の
改
修
工
事
前
と
後
で
出
現
す
る
と
さ
れ
る
個
室
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
図
１
，
２
の
丸
印
の
「
洋
式
ト
イ
レ
の
隣
の
和
式
ト
イ
レ
」
か

ら
「
和
式
ト
イ
レ
の
隣
の
洋
式
ト
イ
レ
」
に
な
っ
て
い
た
。
ト
イ
レ
の
内

部
の
変
化
は
あ
り
な
が
ら
も
、
空
間
の
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
で
「
男
子
も
男
子
ト
イ
レ
に
花
子
さ
ん

が
出
る
言
っ
て
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
た
」
と
、
男
子
児
童
も
恐
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

さ
ら
に
小
学
校
に
伝
わ
る
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
の
怪
談
で
「
足
が
速
く

て
マ
ッ
ハ
三
秒
で
走
る
」
と
語
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
話
者
自
身
が

「
口
裂
け
女
み
た
い
」
と
感
じ
て
お
り
、
他
の
怪
談
話
と
の
混
同
と
混
同
の

自
覚
が
見
ら
れ
た
。

以
上
の
調
査
か
ら
、
ト
イ
レ
が
改
修
工
事
さ
れ
、
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ

た
後
も
、「
学
校
ト
イ
レ
の
怪
談
」
は
語
り
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
そ
の
な
か
で
も
怪
異
の
空
間
的
な
変
化
は
見
ら
れ
ず
、
性
格
的

な
変
化
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

三
、
メ
デ
ィ
ア
に
見
ら
れ
る
「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」

（
一
）「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
の
容
姿
の
変
遷

本
章
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
像
」
の
変
遷
を

探
る
。

語
り
の
中
で
は
、「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
は
容
姿
に
つ
い
て
言
及
し
た

も
の
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
想
像
す
る
容
姿
を
絵
に
描

い
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
共
通
点
（
白
い
ブ
ラ
ウ
ス
・
赤
い
ス

カ
ー
ト
等
）
が
あ
っ
た
（
収
集
し
た
七
十
八
事
例
の
な
か
、
六
十
一
事
例
が

こ
の
容
姿
だ
っ
た
）。
ま
た
、
容
姿
に
違
い
が
あ
っ
て
も
、
か
な
り
「
ト
イ

レ
の
花
子
さ
ん
」
の
具
体
的
に
描
か
れ
て
お
り
、「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」

像
が
そ
れ
ぞ
れ
の
な
か
で
明
確
に
想
像
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
出
現
す
る
と
語
ら
れ
て
い
る
場
所
（
ま

た
は
個
室
）
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
や
噂
を
す
る
集
団
で
異
な
り
、
そ
れ

は
ト
イ
レ
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
調
査
の
な
か
で

「
ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
で
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
を
知
っ
た
。
だ
か
ら
自
分
の
学

校
の
ト
イ
レ
に
も
花
子
さ
ん
が
い
る
と
思
っ
て
い
た
」
と
い
う
話
を
多
く

聴
取
し
た
。
今
日
の
学
校
の
怪
談
を
理
解
す
る
上
で
、
メ
デ
ィ
ア
の
影
響

を
考
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
節
で
は
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
「
ト
イ
レ
の
花
子

さ
ん
」
の
容
姿
の
変
遷
を
表
2
の
「
容
姿
」
の
欄
に
注
目
し
て
分
析
を
す

る
。
髪
型
は
「
お
か
っ
ぱ
頭
」
で
あ
る
か
、
服
装
は
「
シ
ャ
ツ
」（
シ
ャ
ツ

＋
ス
カ
ー
ト
）
で
あ
る
か
が
分
析
の
指
標
で
あ
る
（
表
2
）。

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
以
前
の
「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」（
事
例
1
、

2
、
3
）
は
容
姿
に
一
定
の
イ
メ
ー
ジ
は
無
く
、
様
々
で
あ
る
。
平
成
五

年
以
降
以
降
は
「
お
か
っ
ぱ
頭
・
シ
ャ
ツ
（
ブ
ラ
ウ
ス
）・
ス
カ
ー
ト
」
と

い
う
容
姿
が
増
加
し
て
く
る
。
こ
の
表
2
で
は
二
十
四
事
例
（
事
例
4
，
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5
，
6
，
7
，
9
，
10
，
12
，
13
，
14
，
18
，
20
，
22
，
24
，
26
，
27
，

28
，
29
，
30
，
31
，
32
，
33
，
36
，
37
）
が
こ
の
タ
イ
プ
に
な
っ
て
い
る
。

本
論
文
で
は
こ
れ
を
、
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
の
「
主
流
タ
イ
プ
」
と
呼
ぶ
。

こ
の
「
主
流
タ
イ
プ
」
は
次
第
に
定
着
し
て
い
っ
た
。
従
っ
て
「
ト
イ
レ

の
花
子
さ
ん
」
の
容
姿
の
イ
メ
ー
ジ
に
多
く
報
告
さ
れ
た
姿
が
こ
の
「
主

流
タ
イ
プ
」
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
近
年
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
視
し
た
も
の
や
ア
イ
テ
ム
の
装
着

が
見
ら
れ
る
。
事
例
２
７
は
ロ
リ
ー
タ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
「
ト
イ
レ
の

花
子
さ
ん
」
に
な
っ
て
い
る
。
ロ
リ
ー
タ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
平
成
十
六

年
（
二
〇
〇
四
）
五
月
に
公
開
さ
れ
た
獄
本
野
ば
ら
原
作
の
映
画
『
下
妻

物
語
』
で
急
速
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
〔
八
幡
・
渡
辺

二
〇
一
三
〕。
八
幡
茉
莉
子
、
渡
辺
明
日
香
の
整
理
に
よ
れ
ば
、「
ロ
リ
ー

タ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
は
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
は
、
ビ
ジ
ュ
ア

ル
系
バ
ン
ド
へ
の
衣
装
提
供
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
中
頃

よ
り
、
ア
イ
ド
ル
へ
の
衣
装
提
供
が
盛
ん
に
な
る
。rA ngelic PrettyJ

は

中
川
翔
子
やA

K
B48

へ
衣
装
提
供
を
し
て
い
る
。
ア
イ
ド
ル
へ
の
衣
装

提
供
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
に
露
出
す
る
頻
度
が

増
加
し
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
系
バ
ン
ド
と
の
関
連
が
強
か
っ
た
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ

ウ
ン
ド
な
イ
メ
ー
ジ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
、
ア
イ
ド
ル
や
ポ
ッ
プ
・
カ

ル
チ
ャ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
さ
れ
、

ロ
リ
ー
タ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
影
響
で
一
般
化
し
て
い

く
中
で
、
女
子
の
関
心
の
持
つ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
っ
た
流
れ
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
女
子
に
関
心
の
あ
る
事
柄
が
「
ト

イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
に
も
反
映
さ
れ
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ

ら
に
事
例
5
、
29
、
31
、
32
の
「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
に
は
ア
イ
テ
ム

の
所
持
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
着
用
が
見
ら
れ
る
。

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
以
降
は
「
主
流
タ
イ
プ
」
の
「
お
か
っ
ぱ
頭
」

も
し
く
は
「
シ
ャ
ツ
＋
ス
カ
ー
ト
」
を
残
し
つ
つ
、
作
品
に
よ
っ
て
「
ト
イ

レ
の
花
子
さ
ん
」
像
の
差
別
化
が
図
ら
れ
て
い
る
（
事
例
16
、
17
、
21
、
25
、

2
（
8
、
19
同
様
））。
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
以
降
は
「
主
流
タ
イ

プ
」
か
ら
完
全
に
離
れ
る
も
の
が
目
立
つ
。「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
が
男
性

に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
パ
ロ
デ
ィ
化
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
（
事
例
34
、
35
）。

（
二
）「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
の
描
写
法
の
変
遷

「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
の
容
姿
の
変
化
に
伴
っ
て
、
描
写
法
も
徐
々
に

変
化
し
て
い
る
（
表
２
）。
本
節
で
は
、
表
２
の
「
タ
イ
プ
」
の
欄
に
分
類

し
た
「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
の
描
写
方
法
に
注
目
し
て
分
析
を
試
み
る
。

「
攻
撃
」
タ
イ
プ
は
人
を
驚
か
せ
る
・
人
を
殺
す
な
ど
危
害
を
加
え
る
も
の
、

「
友
好
」
タ
イ
プ
は
主
人
公
や
人
に
友
好
的
で
あ
っ
た
り
悪
の
怪
異
と
戦
う

な
ど
の
人
間
寄
り
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
も
の
、「
パ
ロ
デ
ィ
」
タ
イ
プ
は

「
お
な
じ
み
」
の
怪
異
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
そ
こ
か
ら
「
誰
も
恐

れ
な
く
な
っ
た
」
や
「
忘
れ
去
ら
れ
た
」
怪
異
と
し
て
登
場
し
て
い
る
も

の
を
指
す
。

メ
デ
ィ
ア
に
「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
が
登
場
し
て
以
来
、
平
成
十
年

（
一
九
九
八
）
頃
ま
で
は
人
間
に
害
を
あ
た
え
る
、
恐
ろ
し
い
敵
側
の
存
在

と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
「
攻
撃
」
タ
イ
プ
が
最
も
多
く
み
ら
れ
た
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（
事
例
1
，
2
、
3
，
4
，
5
，
6
，
7
，
8
，
12
，
13
，
14
，
15
，
16
，

19
，
20
，
26
，
30
，
36
）。

と
こ
ろ
が
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
以
降
は
、
敵
側
か
ら
人
間
の
味
方

に
な
る
「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
や
、
初
め
か
ら
人
間
に
友
好
的
な
、「
友

好
」
タ
イ
プ
の
「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
が
登
場
し
た
（
事
例
9
，
10
，

11
，
17
，
18
，
21
，
23
，
24
，
25
，
27
，
33
，
35
，
37
，
38
）。「
友
好
」

タ
イ
プ
の
登
場
と
し
て
考
え
ら
れ
る
要
因
の
一
つ
が
「
ト
イ
レ
の
花
子
さ

ん
症
候
群
」〔
松
本
ら
一
九
九
七
〕
で
あ
る
。
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
症
候
群

と
は
、
尿
意
が
あ
っ
て
も
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
が
怖
く
て
ト
イ
レ
に
行
く

と
膀
胱
が
委
縮
し
て
し
ま
い
、
排
泄
し
に
く
く
な
る
と
い
っ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
が
（
学
校
の
中
の
）
社
会
問

題
に
な
っ
て
お
り
、
学
級
文
庫
な
ど
子
供
の
手
の
届
き
や
す
い
児
童
文
学

や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
の
な
か
で
「
攻
撃
」
タ
イ
プ
の
よ
う
な
危
害
を

加
え
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
な
く
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
時
代
が
下
っ
た
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
以
降
は
「
お
な

じ
み
」
や
「
忘
れ
ら
れ
た
」
な
ど
、
人
間
た
ち
か
ら
特
別
に
意
識
さ
れ
な

く
な
っ
た
「
パ
ロ
デ
ィ
」
化
さ
れ
た
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
も
の
が

あ
る
（
事
例
22
，
28
，
29
，
31
，
34
，
35
，
37
，
38
）。
飯
倉
氏
は
「
妖
怪

マ
ン
ガ
は
世
に
つ
れ　

世
は
妖
怪
マ
ン
ガ
に
つ
れ
―
妖
怪
マ
ン
ガ
の
変
遷

と
そ
の
時
代
―
」
で
「
妖
怪
マ
ン
ガ
」
の
人
間
と
妖
怪
の
か
か
わ
り
方
同

様
、
怪
異
と
し
て
の
性
格
よ
り
も
、
娯
楽
化
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
の
性
質
が
強
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
〔
飯
倉 

二
〇
一
〇
〕。「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
も
同
様
に
変
化
し
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
は
、「
学
校
の
怪
談
」
の
一
つ
で
あ
り
、

一
般
的
な
「
妖
怪
」
と
は
異
な
る
。
実
際
に
調
査
の
中
で
は
「
ト
イ
レ
の

花
子
さ
ん
」
が
怖
く
て
ト
イ
レ
に
行
く
の
が
怖
か
っ
た
な
ど
と
い
う
話
も

多
か
っ
た
。「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
や
「
学
校
の
怪
談
」
は
子
ど
も
と
怪

談
の
関
わ
り
方
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

こ
こ
ま
で
の
分
析
で
、「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
の
容
姿
や
性
格
は
一
時

期
に
固
定
さ
れ
、「
お
か
っ
ぱ
頭
・
シ
ャ
ツ
・
赤
い
ス
カ
ー
ト
」
で
「
攻
撃
」

的
な
主
流
タ
イ
プ
が
出
来
上
が
っ
た
。
そ
の
後
、
恐
怖
の
対
象
と
い
う
よ

り
も
「
友
好
」
的
な
タ
イ
プ
が
確
立
し
、
近
年
は
容
姿
や
描
写
に
新
た
な

解
釈
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

お
わ
り
に

本
論
文
で
は
、
ト
イ
レ
の
環
境
の
変
化
と
学
校
の
ト
イ
レ
の
怪
談
の
関

係
や
、
メ
デ
ィ
ア
と
学
校
の
ト
イ
レ
の
怪
談
の
関
係
を
探
っ
た
。

環
境
の
変
化
と
ト
イ
レ
の
怪
談
で
は
、
昭
和
期
で
「
紙
」
に
関
係
す
る

ト
イ
レ
の
怪
談
が
紙
不
足
に
よ
る
不
安
心
理
と
関
係
し
て
い
る
可
能
性
を

探
り
、
平
成
期
で
怪
談
と
学
校
建
築
と
の
関
係
に
注
目
し
た
。

ま
た
、
現
代
の
「
学
校
の
怪
談
」
語
り
に
つ
い
て
、「
ト
イ
レ
の
花
子
さ

ん
」
を
素
材
と
し
、
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
描

か
れ
た
「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
像
が
、
語
り
の
中
で
も
そ
の
容
姿
と
し

て
想
像
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
で

見
ら
れ
た
も
の
が
語
り
の
中
に
入
り
込
ん
で
い
く
場
合
、
メ
デ
ィ
ア
を
そ
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の
ま
ま
受
け
入
れ
る
は
け
で
は
な
く
、
各
々
の
学
校
の
ト
イ
レ
に
合
わ
せ

て
、
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
か
た
ち
に
変
化
を
加
え
ら
れ
な
が
ら
、
現
在

も
な
お
語
ら
れ
続
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

今
後
は
実
際
に
学
校
に
行
き
、
新
し
い
時
代
の
ト
イ
レ
環
境
や
学
校
環

境
と
ト
イ
レ
の
怪
談
の
関
係
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
た
と
考
え
て
い
る
。

注（
1
） 

本
論
文
の
「
メ
デ
ィ
ア
」
と
い
う
語
は
、
子
ど
も
が
触
れ
る
可
能
性
の

多
い
「
児
童
書
」、「
マ
ン
ガ
」、「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」、「
実
写
作
品
」

な
ど
の
創
作
色
の
強
い
作
品
を
指
す
。

（
2
） 

常
光
徹
「
学
校
の
世
間
話
―
中
学
生
の
妖
怪
伝
承
に
み
る
異
界
的
空
間

―
」『
昔
話
伝
説
研
究
』
十
二　

一
九
八
六　

昔
話
伝
説
研
究
会

（
3
） 

久
保
田
優
子
「
学
校
の
ト
イ
レ
と
怪
談
」
飯
島
康
夫
・
池
田
哲
夫
・
福

田
ア
ジ
オ
編
『
環
境
・
地
域
・
心
性
―
民
俗
学
の
可
能
性
』
二
〇
〇
四　

岩
田
書
院

（
4
） 

丸
か
っ
こ
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
話
が
語
ら
れ
て
い
た
詳
し
い
年
が

確
認
で
き
ず
、
収
集
を
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
年
に
な
っ
て
い
る
。

参
考
文
献

浅
野
弘
光
『
厠
考
―
基
礎
文
化
の
崩
壊
―
』
一
九
九
二　

教
育
出
版
文
化
協
会

飯
倉
義
之
「
妖
怪
マ
ン
ガ
は
世
に
つ
れ　

世
は
妖
怪
マ
ン
ガ
に
つ
れ
―
妖
怪

マ
ン
ガ
の
変
遷
と
そ
の
時
代
―
」『
子
ど
も
の
文
化
』
四
十
二
号 

二
〇
一
〇　

文
民
教
育
協
会
子
ど
も
の
文
化
研
究
所

飯
島
吉
晴
『
竃
神
と
厠
神
―
異
界
と
此
の
世
の
境
』
一
九
八
六　

人
文
書
院

飯
島
吉
晴
「
学
校
の
怪
談
」『
子
供
の
民
俗
学
』
一
九
九
一　

新
曜
社

岩
倉
千
春
「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
小
松
和
彦
編
『
日
本
怪
異
妖
怪
大
事
典
』

二
〇
一
三　

東
京
堂
出
版

一
柳
廣
孝
「
学
校
の
異
界
／
妖
怪
の
学
校
」
小
松
和
彦
編
『
妖
怪
文
化
の
伝

統
と
創
造
―
絵
巻
・
草
紙
か
ら
マ
ン
ガ
・
ラ
ノ
ベ
ま
で
』
二
〇
一
〇　

せ

り
か
書
房

川
島
理
想
「
変
貌
す
る
「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
像
」『
世
間
話
研
究
』

二
十
三　

二
〇
一
五 

世
間
話
研
究
会

久
保
田
優
子
「
学
校
の
ト
イ
レ
と
怪
談
」
飯
島
康
夫
・
池
田
哲
夫
・
福
田
ア
ジ

オ
編
『
環
境
・
地
域
・
心
性
―
民
俗
学
の
可
能
性
』
二
〇
〇
四　

岩
田
書
院

四
方
利
明
『
学
校
の
建
築
と
教
育 

学
校
化
・
教
育
革
新
・
境
界
人
』

二
〇
一
八　

阿
吽
社

高
橋
敏
弘
「
妖
怪
雑
考
（
八
）」『
西
郊
民
俗
』
一
三
二　

一
九
九
〇　

西
郊

民
俗
談
話
会

高
橋
敏
弘
「
山
形
の
噂
一
観
」『
西
郊
民
俗
』
一
三
九　

一
九
九
二　

西
郊
民

俗
談
話
会

常
光
徹
「
学
校
の
世
間
話
―
中
学
生
の
妖
怪
伝
承
に
み
る
異
界
的
空
間
―
」

『
昔
話
伝
説
研
究
』
十
二　

一
九
八
六　

昔
話
伝
説
研
究
会

常
光
徹
『
学
校
の
怪
談
―
口
承
文
芸
の
展
開
と
諸
相
―
』
一
九
九
三　

ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房

日
本
ト
イ
レ
協
会
『
ト
イ
レ
学
大
事
典
』
二
〇
一
五　

柏
書
房

降
井
直
人
「
現
代
人
と
世
間
話
―
ト
イ
レ
の
怪
談
を
中
心
に
し
て
―
」『
山

陰
民
俗
研
究
』
六　

二
〇
〇
一　

山
陰
民
俗
学
会

松
谷
み
よ
子
『
現
代
民
話
考 

第
二
期 

Ⅱ 

学
校 

笑
い
と
怪
談
』
一
九
八
七　
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立
風
書
房

松
本
成
史
・
島
田
憲
次
・
細
川
尚
三
・
松
本
富
美
「「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
症

候
群
の
2
例
：N

onneurogenic neurogenic bladder

（H
inm

an

症
候
群
）

の
初
期
像
？
」『
泌
尿
器
科
紀
要
』
四
十
三　

一
九
九
七　

泌
尿
器
科
紀
要
刊

行
会

八
幡
茉
莉
子
、
渡
辺
明
日
香
「
ロ
リ
ー
タ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
ル
ー
ツ
：1980

年
代
以
降
の
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
着
目
し
て
」『
共
立
女
子
短
期

大
学
生
活
科
学
科
紀
要
』
五
十
六　

二
〇
一
三　

共
立
女
子
短
期
大
学
生

活
科
学
科

 

（ 

お
お
し
ま
・
ま
ゆ
こ
／
國
學
院
大
學
博
士
課
程
前
期
）

【表 1】学校トイレの怪異とトイレに関するできごと

年 問答形式 出現正体 出現形態 出典 トイレ関係情報紙 服 他 手 音声 他
1. S10 赤子 ○ 松谷
2. S10 ○ 松谷
3. S10 ○ 松谷
4. S12,3 青坊主 松谷
5. S13 ○ 松谷
6. S17 青坊主 松谷 ちり紙生産高 69017トン
7. S17,8 おばけ 松谷
8. S18 ○ 松谷 ちり紙生産高 3000トン減。減少傾向
9. S18 ○ 松谷
10. S18,9 松谷
11. S19,20 ○ 松谷 ちり紙生産高 30000トン減。大幅減少
12. S20 ○ 松谷 ちり紙生産高 23000トン減。大幅減少
13. S20 松谷
14. S20 松谷
15. S20 ○ 松谷
16. S20 ○ 松谷
17. S20~29 ○ 松谷
18. S22 ○ 松谷 ちり紙生産高 3000トン減。4487トン。最低値
19. S22 ○ 松谷
20. S23 花子 ○ 松谷
21. S23 松谷
22. S24 ○ ○ ○ 松谷
23. S24 女 松谷
24. S25 少女 ○ 松谷
25. S25 赤マント 松谷

流し

鏡

和式 和式 和式

和式和式和式

洋式

掃除
用具

図1．改装前の並木小学校の女子トイレ（～2009）

流し

鏡

和式

洋式（車いす用）

洋式

洋式

洋式洋式

ベ
ン
チ

図2．改装後の並木小学校の女子トイレ（2010～）
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26. S30 ○ 松谷
27. S30 ○ 松谷
28. S30~35 死体 ○ 松谷
29. S33 ○ ○ 松谷
30. S34 ○ 松谷

31. S35 電気 松谷 トイレの量的整備促進
学校のトイレは北の周縁的な場所に設置

32. S38~43 おばけ 大島 トイレットペーパー規格制定（S37）
33. S40 火の玉 /人影 ○ 松谷
34. S40 松谷
35. S40 ○ 松谷
36. S40 女の子 ○ ○ 松谷
37. S40 ○ ○ 松谷
38. S43~48 ○ 大島 洋風便所が家庭で普及しはじめる
39. S43~49 ○ 松谷
40. S45~51 ○ 松谷
41. S46 髪 松谷
42. S48 ○ 松谷 オイルショック（トイレットペーパー騒動）
43. S48 老婆 松谷
44. S49 三時婆 ○ 松谷
45. S49 ○ 松谷
46. S49 松谷
47. S50 つぼ姫 ○ ○ 松谷
48. S52 花子 松谷 トイレットロール紙が主流になる
49. S54,55 紫の婆 常光 公衆トイレ改善が進む
50. S54~59 ○ 常光
51. S54~59 ○ 常光
52. S54~59 ○ 常光
53. S54~59 ○ 常光
54. S54~59 ○ 常光
55. S54~59 紫婆 常光
56. S54~59 紫色の婆 常光
57. （S54~59） 墓石 飯島
58. S55~61 花子 松谷
59. S58,9 ○ 常光
60. S59 紫婆 常光

61. S60~H2 ○ 大島 文部省「教育方法等の多様化に対応する学校施設の
在り方」検討開始。「生活・衛生設備の充実に配置」

62. H1 花子 降井 学校トイレ設備の遅れを新聞・雑誌が取り上げる
63. H1 花子 降井
64. H2 鏡 飯島
65. H2 たらちゃん 飯島
66. H2 花子 高橋
67. （H2） 花子 飯島
68. （H2） 扉 飯島
69. （H2） ドラキュラ 飯島
70. （H2） ○ 飯島
71. （H2） ○ 飯島
72. （H2） ○ 飯島
73. （H2） ○ 飯島
74. （H2） 鍵 飯島
75. H3 3本足のリカ 降井
76. H4 花子 高橋
77. H4 ○ 高橋
78. H4 女 高橋
79. H4 怪物 高橋
80. H3~8 花子 大島
81. H5 テケテケ 降井
82. H5,6 ○ 降井
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83. H5~10 ○ 降井
84. H5~10 鏡 降井 学校のトイレ研究会発足
85. H9 鏡 降井 日本トイレ協会 学校トイレフォーラム
86. H9 婆 降井
87. （H9） 花子 久保田
88. （H9） 花子 久保田
89. （H9） 花子 久保田
90. （H9） 花子 久保田
91. （H9） やみこ 久保田
92. （H9） 花子 久保田
93. （H9） 花子 久保田
94. （H9） 花子 久保田
95. （H9） ○ 花子 久保田
96. H10 リリー 降井
97. H10 ○ 降井
98. （H11） ○ ○ 降井
99. （H11） 紫婆 降井
100.（H11） 女 降井 文科省は大規模改造事業 （H12）
101. H14 花子 大島
102. H14,15 メアリー 大島
103. H14~19 花子 大島
104. H14~19 花子 大島
105. H14~19 花子 大島
106. H14~19 花子 大島
107. H14~19 花子 大島
108. H20~22 リリー 大島

109. H20~25 花子 大島 学校トイレ改善の取り組み事例集発行、改修を推進
（H23）

110. H20~25 花子 大島
111. H20~25 花子 大島
112. H21 ○ 花子 大島
113. H21~26 花子 大島
114. H24~26 流水 永島
115.（H27） ○○さん 永島
116. H30 おばけ 大島
事例資料
松谷みよ子『現代民話考Ⅱ 学校』／常光徹「学校の世間話―中学生の妖怪伝承にみる異界的空間―」／飯島吉晴「学
校の怪談」／降井直人「現代人と世間話―トイレの怪談を中心にして―」／久保田優子「学校のトイレと怪談」／
高橋敏弘「妖怪雑考（八）」、「山形の噂一観」／永島大輝「「聞いてみた」学校の怪談・俗信」／大島インタビュー
収集　2016～ 2019年

【表 2】メディアに見られる「トイレの花子さん」像

発表年 容姿 タイプ タイトル・書名 出典おかっぱ シャツ 備考 攻撃 友好 パロ

1. H2
記載× 〇 学校の怪談（1） 文庫本（児）

〇 〇

2. H4 表紙）×
〇 1、× 4

表紙）×
× 5 〇 3ばんめのトイレに花子さんがい

る！？ 単行本（児）

3. H5 〇 1、× 6 〇 1、× 6 〇 キミの学校のこわ～い話 トイレの花
子さん 文庫本（児）

4. H5 ○ 〇 〇 かいけつゾロリ きょうふのサッカー 単行本（児）

5. H6 表紙）〇
○ 3

表紙）○
○ 1、× 2 〇 誰もいない学校の恐怖 トイレの花子

さん 文庫本（児）

6. H6 ○ 〇 〇 カラー版 幽霊画談 新書
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7. H6 〇 〇 〇 地獄先生ぬ～べ～ マンガ

8. H6 表紙）○ 〇 3ばんめのトイレに花子さんがい
る !? 文庫本（児）

9. H6~7 〇 〇 〇 『花子さんがきた』 アニメ

10. H6~8 〇 〇 〇 『花子さんがきた !! 学校のコワイう
わさ』 文庫本（児）

11. H7 表紙）〇
実態無し 表紙）影 〇 〇 トイレの花子さん 実写映画

12. H7 〇 〇 〇 〇 木曜の怪談花子さんの探しもの 実写ドラマ
13. H8 〇 〇 〇 地獄先生ぬ～べ～ アニメ
14. H9 長髪 〇 〇 恐怖校舎トイレの花子さん 実写ビデオ

15. H10 表紙）○
実態無し 表紙）着物 〇 新生トイレの花子さん 実写映画

16. H12~13 ○ ワンピース 〇 学校の怪談（原作：講談社『学校の
怪談』） アニメ

17. H16~21 ○ 着物 〇 学校の怪談 マンガ

18. H18~26 〇 〇 〇 新花子さんがきた !!学校のコワイう
わさ 文庫本（児）

19. H18 〇 〇 〇 学校の怪談 3ばんめのトイレに花子
さんがいる !? 文庫本（児）

20. H19 長髪 〇 〇 学校の都市伝説　トイレの花子さん 実写映画

21. H20~21 〇 着物 〇 〇 ふしぎ通信トイレの花子さん マンガ
22. H21~ 〇 〇 〇 〇 境界の RINNE マンガ
23. H21 長髪 〇 〇 トイレの花子さん マンガ

24. H 2 2 ~ 
23 〇 〇 〇 学校のコワイうわさ 新・花子さんが

きた !! アニメ

25. H23~24 〇 制服 スマホ 〇 ハナコ@ラバトリー マンガ
26. H23 〇 〇 〇 学校の怪談 閉ざされた旧校舎 単行本（児）
27. H25~ 〇 〇 ロリ 〇 亡霊クラブ 怪の教室 文庫本（児）

28. H25~ 〇 〇 〇 〇 妖怪ウォッチ アニメ ,マン
ガ ,ゲーム

29. H25~ 〇 〇 髪飾り 〇 『怪談オウマガドキ学園』 単行本（児）

30. H25~ 〇 〇 〇 10分で読めるもっとこわい話 単行本（児）
31. H25~ 〇 〇 眼帯 〇 十四代目トイレの花子さん アイドル
32. H26~29 〇 〇 煙草 〇 怪談イズデッド マンガ
33. H26 〇 〇 〇 地獄先生ぬ～べ～ 実写ドラマ
34. H27~ 短髪♂ 制服♂ 〇 〇 地縛少年花子くん マンガ
35. H27~ 長髪♂ 軍服♂ 〇 〇 幽玄ロマンチカ ドラマ CD
36. H28 〇 〇 〇 おばけのポーちゃん（4） 単行本（児）

37. H28 〇 〇 〇 トイレの花子さん新章～花子VSヨー
スケ～ 実写映画

38. H28.12~ 長髪 制服 〇 〇 華子さんとメリーさん マンガ

（容姿）　・「おかっぱ」：おかっぱ頭…○、その他…記述 or ×
　　・「シャツ」：シャツ +スカート…○、その他…記述 or ×（描かれ方）
（描かれ方）　・「攻撃」：人を驚かせる・殺す等、危害を加える
　　　　・「友好」：人に友好的・怪異と戦う等、人間寄り
　　　　・「パロ」：おなじみ・忘れられた等、パロディ化


